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第
六
十
二
回
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

通
常
総
会
が
、
七
月
六
日
徳
島
市
の
徳

島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
関
係

者
約
五
十
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
諸
情
勢
に
鑑
み
、

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
林
野

庁
等
か
ら
の
来
賓
招
待
を
見
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
会
員
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
山
口
会
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
の
国
補
正
予
算
の
話
題
を

交
え
た
挨
拶
の
後
、
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案
第
一
号
「
令
和
元
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
二
号
「
令

和
二
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
三

号
「
令
和
二
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第

四
号
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」、
議
案
第
五
号
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て

ご
審
議
い
た
だ
き
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
は
こ
の
総
会
に
先
立
ち
、
林
道
維
持
管
理
を
始
め
、
治
山

林
道
工
事
等
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
式
典
を
挙
行
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
「
三
密
回
避
」
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
知

事
表
彰
状
・
会
長
表
彰
状
の
送
付
を
持
ち
ま
し
て
授
与
式
に
替
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
方
に

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
・
ご
精
励

を
御
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
各
賞
の
受
賞
者
の
紹
介
と
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
役

員
名
簿
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第62回 通 常 総 会 開 催

山口会長
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〔 知 事 賞 〕
管理主体 代表者 路線名

那 賀 町 町長
坂　口　博　文 平野畦ヶ野線

〔 会 長 賞 〕

つ る ぎ 町 町長
兼　西　　　茂 葛城線

第42回　林道優良維持管理者

役職名 氏　　名 所　　属

会 長 理 事 山　口　俊　一 衆議院議員

副会長理事 後　藤　正　和 神山町長

〃 川　原　哲　博 徳島県建設業協会長

理 事 坂　口　博　文 那賀町長

〃 藤　田　元　治 美馬市長

〃 嘉　見　博　之 徳島県県議会議員

〃 南　　　恒　生 徳島県県議会議員

〃 榊　野　千　秋 木頭森林組合長

〃 平　田　　　茂 徳島県建設業協会
脇町支部長

〃 片　山　喜三郎 徳島県建設業協会
海部支部

専 務 理 事 井　関　廣　幸 事務局

監 事 兼　西　　　茂 つるぎ町長

〃 松　浦　敬　治 東みよし町長

〃 西　村　　　裕 徳島県建設業協会
三好支部長

任期は令和 2年度総会から令和 3年度総会まで

徳島県治山林道協会役員名簿

○最 優 秀 賞

神 山 町 河　野　真　二

○優　秀　賞　

徳 島 市 河　野　圭　太 吉野川市 岡　村　純　夫

美 馬 市 原　　　セイ子

○佳　　　作　

徳 島 市 川　邊　卓　史 那 賀 町 新　居　健　一

吉野川市 須　惠　英　貴 徳 島 市 丸　田　泰　史

那 賀 町 弓　長　真知子

第36回　治山林道写真コンクール表彰者

○　徳島県治山林道協会長表彰
　　治山事業

吉 野 川 市 平山土建㈱� 平　山　朋　生

那 賀 町 ㈱小野組� 小　野　恭　補

三 好 市 足代興業（合）� 西　　　徳　和

　　林道事業

美 馬 市 ㈲平田組� 平　田　　　茂

海 陽 町 多田工業㈱� 多　田　久仁男

那 賀 町 藤井鉄工建設㈱� 藤　井　　　傑

　　森林整備事業

上 勝 町 徳島中央森林組合� 国　清　　　栄

令和元年度　優良工事施工者
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林
野
公
共
事
業
予
算
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
活
動

林
野
公
共
事
業
予
算
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
活
動

　

去
る
九
月
十
七
日
、
農
林
水
産
省
林
野
庁
に
お
い
て
、
山

口
会
長
を
始
め
小
野
施
工
委
員
長
と
各
委
員
が
、本
郷
長
官
、

浅
川
次
長
に
対
し
、
令
和
三
年
度
当
初
予
算
に
向
け
た
林
野

公
共
事
業
の
推
進
・
拡
充
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
は
、
新
年
度
当
初
予
算
の
概
算
要
求
前
の
八
月
下
旬

に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
概
算
要
求
が
一
ヶ
月

遅
れ
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
要
望
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
会
長
か
ら
は
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
事
前
防
災
・

減
災
対
策
を
推
進
す
る
「
治
山
事
業
」、
林
業
の
成
長
産
業

化
に
不
可
欠
な
「
林
道
事
業
」、
そ
し
て
「
国
土
強
靱
化
三

カ
年
緊
急
対
策
」
の
継
続
・
拡
充
に
よ
る
林
野
公
共
事
業
予

算
の
計
画
的
・
安
定
的
確
保
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
い
、
本

郷
長
官
か
ら
は
、平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
規
模
水
準（
予

算
総
額
二
千
六
百
億
円
超
）
の
確
保
を
目
指
す
と
の
力
強
い

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
整
備
部
長
室
に
お
い

て
、
小
野
施
工
委
員
長
が
小
坂
森
林

整
備
部
長
、
橘
計
画
課
長
、
長
﨑
屋

整
備
課
長
、
佐
伯
治
山
課
長
に
対
し
、

徳
島
県
の
森
林
土
木
事
業
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
予
算

確
保
に
向
け
た
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
徳
島
県
選
出
の
国
会
議

員
、
山
口
衆
議
院
議
員
、
後
藤
田
衆

議
院
議
員
、
福
山
衆
議
院
議
員
、
中

西
参
議
院
議
員
、
三
木
参
議
院
議
員
、

高
野
参
議
院
議
員
に
対
し
、
徳
島
県

治
山
林
道
協
会
の
令
和
三
年
度
予
算

の
要
望
活
動
を
行
い
、
各
事
項
に
つ

い
て
御
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

林野庁長官室にて
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平
素
は
、
治
山
林
道
事
業
の
推
進
並
び
に
本
会

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、格
別
の
御
配
慮
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全

国
的
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、
社
会
経
済
活
動
が
大

幅
に
制
限
さ
れ
、
森
林
林
業
・
森
林
土
木
事
業
へ

の
影
響
も
大
い
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

国
土
強
靱
化
や
林
業
の
成
長
産
業
化
、
地
球
温
暖

化
防
止
等
の
対
策
を
行
う
林
野
公
共
事
業
予
算
の

確
保
や
三
カ
年
緊
急
対
策
の
予
算
措
置
に
も
迅
速

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
さ
て
、
今
年
も
九
州
地
方
を
は
じ
め
各
地
で
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
山
地
災
害
が

発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
中
、
台
風
・
前
線
等
に
伴
う
「
豪
雨
災

害
」
や
近
い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
」、「
活
断
層
帯
地
震
」
な
ど
の

「
大
規
模
な
自
然
災
害
」
に
備
え
る
山
地
防
災
力

の
強
化
に
対
す
る
国
民
の
意
識
は
、
益
々
高
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
に
お
い
て
は
、
財
政
事
情
が
極
め

て
厳
し
い
中
、
山
村
経
済
を
活
性
化
し
、
地
方
創

生
を
実
現
す
る
た
め
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制

の
確
立
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
整
備
や
間
伐
・
再

造
林
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
山
地
災
害
等

に
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
や
効
率

的
林
業
経
営
に
向
け
た
幹
線
林
道
整
備
の
加
速
化

な
ど
、「
緑
の
国
土
強
靱
化
」
に
資
す
る
治
山
林

道
事
業
の
円
滑
な
遂
行
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
三
年
度
　
当
初
予
算
に

お
い
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
特
段
の
御
配
慮
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
○
集
中
豪
雨
や
台
風
、
南
海
ト
ラ
フ
、
活
断
層

帯
の
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
た
事

前
防
災
・
減
災
対
策
、
復
旧
対
策
の
充
実
と

強
化
に
向
け
た
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
の
推

進
お
よ
び
治
山
事
業
予
算
の
拡
充
　

　
○
木
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
よ
る
「
林
業

の
成
長
産
業
化
」
の
実
現
と
森
林
吸
収
源
確

保
の
た
め
の
森
林
施
業
や
林
道
等
路
網
整
備

の
推
進
お
よ
び
森
林
整
備
事
業
予
算
の
拡
充

　
○
「
国
土
強
靭
化
三
カ
年
緊
急
対
策
」
の
継
続
・

拡
充
に
よ
る
治
山
・
林
道
等
林
野
公
共
事
業

予
算
の
計
画
的
・
安
定
的
確
保

　　
　
令
和
二
年
九
月

　
　

　
　
　
　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

会
長
　

山
　
口
　
俊
　
一

緑
の
国
土
強
靭
化
・
林
業
の
成
長
産
業
化
対
策
を
推
進
す
る

林
野
公
共
事
業
予
算
に
関
す
る
要
望
書
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第
三
十
二
回
施
工
委
員
会
が
七
月
三
十
一
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県

　
第
三
十
二
回
施
工
委
員
会
が
七
月
三
十
一
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県

建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型

建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
を
鑑
み
、
例
年
よ
り
開
催
時
期
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
を
鑑
み
、
例
年
よ
り
開
催
時
期
を

延
期
し
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

延
期
し
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
徳
島
県
か
ら
は
朝
倉
森
林
整
備
課
長
を
は
じ
め
、
各
県
民
局
の
代

　
徳
島
県
か
ら
は
朝
倉
森
林
整
備
課
長
を
は
じ
め
、
各
県
民
局
の
代

表
者
ら
が
出
席
し
、ま
ず
、県
森
林
整
備
課
担
当
者
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ

表
者
ら
が
出
席
し
、ま
ず
、県
森
林
整
備
課
担
当
者
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
（
全
国

ク
（
全
国
））
の
要
望
事
項
に
対
し
て
の
林
野
庁
見
解
が
報
告
さ
れ
ま

の
要
望
事
項
に
対
し
て
の
林
野
庁
見
解
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
県
内
各
支
部
の
改
善
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
各
委
員

し
た
。
続
い
て
県
内
各
支
部
の
改
善
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
各
委
員

か
ら
要
望
後
、
県
担
当
者
か
ら
改
善
に
向
け
て
の
見
解
に
つ
い
て
説

か
ら
要
望
後
、
県
担
当
者
か
ら
改
善
に
向
け
て
の
見
解
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
技
術
面
や
施
工
歩
掛
・
管
理
、
工
事
環
境
が
日
々
変
化
す

　
近
年
、
技
術
面
や
施
工
歩
掛
・
管
理
、
工
事
環
境
が
日
々
変
化
す

る
中
で
、
そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
現
場
が
非
常
に
苦
慮
す

る
中
で
、
そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
現
場
が
非
常
に
苦
慮
す

る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
委
員
会
に
お
い
て
、
現

る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
委
員
会
に
お
い
て
、
現

場
の
実
情
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
適
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
進

場
の
実
情
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
適
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
二
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
二
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
二
年
度　
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解

改

善

要

望

事

項

見

解

第
三
十
二
回
施
工
委
員
会
開
催

第
三
十
二
回
施
工
委
員
会
開
催

Ⅰ
　
治
山
・
林
道
共
通
事
項

１　
資
材
搬
入
等
に
伴
う
運
搬
車
両
の
規
格
変
更
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

生
コ
ン
・
資
材
等
に
つ
い
て
、
大
型
運
搬
車
両
を
用
い
て
の
運
搬
と
な
っ
て
い
る
現
場

で
あ
っ
て
も
、
運
搬
経
路
中
で
大
型
運
搬
車
両
が
回
転
で
き
な
い
カ
ー
ブ
・
重
量
制
限
の

あ
る
橋
梁
（
床
版
）
等
が
あ
り
搬
入
が
困
難
で
あ
っ
た
場
合
に
、
た
と
え
幅
員
が
三
・
〇

ｍ
以
上
で
あ
っ
て
も
協
議
等
に
よ
り
小
型
運
搬
車
両
へ
の
設
計
変
更
を
お
願
い
し
た
い
。

２　
仮
設
資
材
や
仮
設
備
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

国
の
事
業
で
は
、
前
工
事
か
ら
の
仮
設
資
材
や
仮
設
備
の
引
継
ぎ
が
可
能
で
あ
る
。
治

山
林
道
事
業
も
継
続
事
業
な
ら
ば
前
工
事
か
ら
の
仮
設
資
材
や
仮
設
備
の
引
継
ぎ
の
検
討

を
お
願
い
す
る
。

１　
資
材
搬
入
等
に
伴
う
運
搬
車
両
の
規
格
変
更
に
つ
い
て

　
　

設
計
に
計
上
す
る
運
搬
車
両
は
、
工
事
規
模
、
作
業
条
件
、
施
工
現
場
に
至
る
資
材
搬

入
路
の
幅
員
等
も
考
慮
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
が
、
部
分
的
に
幅
員
が
狭
く
大
型
運
搬
車

両
が
通
行
で
き
な
い
場
合
に
は
、
設
計
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
監
督
員
と
協
議

し
て
く
だ
さ
い
。

２　
仮
設
資
材
や
仮
設
備
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て

　
　

仮
設
備
の
索
道
を
前
工
事
か
ら
引
き
継
ぐ
場
合
は
、
前
工
事
完
了
か
ら
次
の
工
事
着
手

ま
で
の
リ
ー
ス
代
が
発
生
、
こ
の
間
の
施
設
管
理
、
前
工
事
と
次
の
工
事
で
受
注
者
が
異
な

れ
ば
、架
設
方
法
等
も
異
な
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、様
々
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
従
来
ど
お
り
契
約
毎
に
索
道
の
設
置
撤
去
を
計
上
し
ま
す
。
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３　
支
障
木
の
伐
根
・
除
根
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

現
状
で
は
支
障
木
伐
採
の
項
目
は
あ
っ
て
も
、
伐
根
、
除
根
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

伐
根
に
係
る
歩
掛
は
治
山
林
道
必
携
に
あ
る
の
で
、
当
初
設
計
に
計
上
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

４　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

県
土
整
備
部
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
工
事
（
受
注
者
希
望
型
）
を
実
施
し
て
い
る
が
、
森

林
土
木
工
事
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

５　
各
県
民
局
単
位
で
の
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

技
術
者
向
け
の
施
工
管
理
研
修
か
ら
若
手
作
業
員
の
育
成
を
図
る
た
め
の
講
習
会

（
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
等
）
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

６　
見
積
り
参
考
資
料
の
明
確
化
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

公
表
さ
れ
て
い
な
い
農
林
独
自
の
単
価
が
あ
り
、
積
算
を
合
わ
せ
る
の
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
た
め
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

７　
石
材
等
の
運
搬
費
の
見
直
し
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

石
材
等
の
単
価
が
設
計
と
乖
離
し
て
い
る
の
で
、
県
土
整
備
部
と
協
議
し
て
調
査
を
や

り
直
す
等
、
地
区
単
価
の
再
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３　
支
障
木
の
伐
根
・
除
根
に
つ
い
て

　
　

治
山
林
道
必
携
に
は
、
伐
根
除
根
の
歩
掛
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
根
株
が
概
ね
三
〇
㎝

以
下
で
、
切
取
作
業
中
に
必
然
的
に
除
根
さ
れ
る
場
合
は
原
則
計
上
し
な
い
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
三
〇
㎝
を
超
え
る
根
株
が
多
数
存
在
す
る
場
合
は
、
監
督
員
と
協
議
し
て
く

だ
さ
い
。

４　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
つ
い
て

　
　

農
林
土
木
工
事
に
お
い
て
も
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
実
施
時
期
は
未
定
で
す
。

５　
各
県
民
局
単
位
で
の
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　

若
手
作
業
員
の
育
成
を
図
る
技
術
研
修
と
し
て
、
徳
島
県
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ

ン
タ
ー
で
毎
年
（
玉
掛
け
技
能
講
習
、
伐
木
等
特
別
教
育
、
伐
木
等
機
械
運
転
特
別
教
育

ほ
か
）
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
今
後
講
習
会
の
開
催
方
法
等
に
つ
い
て
、
治
山
林
道
協
会
と
連
携
し
て
検
討
し

ま
す
。

６　
見
積
り
参
考
資
料
の
明
確
化
に
つ
い
て

　
　

見
積
り
を
す
る
上
で
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
公
表
し
ま
す
。

７　
石
材
等
の
運
搬
費
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　

現
場
の
実
態
に
見
合
っ
た
適
正
な
設
計
単
価
と
な
る
よ
う
、
年
度
内
を
目
途
に
調
査
を

行
い
、
設
計
に
反
映
し
ま
す
。
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項
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Ⅱ
　
治
山
事
業

８　
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
等
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
掘
削
残
土
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

通
常
、
治
山
工
事
に
お
い
て
発
生
し
た
掘
削
土
に
つ
い
て
は
、
す
り
付
け
等
現
場
内
で

処
理
し
て
い
る
が
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
で
は
、
越
流
部
の
開
口
部
が
大
き
い
た
め
、

上
流
側
で
の
掘
削
土
処
理
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
地
形
が
急
峻
で
、
豪
雨
等
に

よ
り
土
砂
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
現
場
に
お
い
て
は
、
当
初
か
ら
残
土
搬
出
経
費
を
計
上

す
る
か
、
変
更
で
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

９　
谷
止
工
の
掘
削
工
の
処
理
の
計
上
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

谷
止
工
施
工
に
伴
う
掘
削
工
の
埋
戻
し
や
敷
均
し
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
現
状
跳
ね

付
け
は
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
別
途
埋
戻
し
や
敷
均
し
費
を
計
上
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

10　
谷
止
工
に
お
け
る
円
形
型
枠
の
設
置
費
に
つ
い
て�
【
美　
馬
】

　
　

谷
止
工
に
お
け
る
円
形
型
枠
の
設
置
が
材
料
費
の
み
の
計
上
と
な
っ
て
い
る
。
固
定
に

手
間
や
材
料
が
掛
か
る
た
め
、
設
置
費
計
上
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

11　
土
留
工
の
鋼
製
ふ
と
ん
か
ご
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

鋼
製
ふ
と
ん
か
ご
施
工
箇
所
は
土
質
が
悪
い
箇
所
が
多
く
、
床
堀
後
の
床
付
け
が
非
常

に
困
難
で
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
基
礎
砕
石
や
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
計
上
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

８　
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
等
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
掘
削
残
土
に
つ
い
て

　
　

流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
設
計
に
当
た
り
、
現
場
内
（
上
流
側
、
下
流
側
）
に
掘
削
土

を
仮
置
き
す
る
場
所
が
な
い
場
合
は
、
当
初
か
ら
残
土
搬
出
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

が
、
当
初
設
計
で
残
土
搬
出
経
費
を
計
上
し
て
い
な
い
場
合
は
、
監
督
員
と
協
議
し
て
く

だ
さ
い
。

９　
谷
止
工
の
掘
削
工
の
処
理
の
計
上
に
つ
い
て

　
　

治
山
ダ
ム
上
流
側
の
埋
戻
し
土
砂
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
適
切

に
処
理
し
ま
す
。

10　
谷
止
工
に
お
け
る
円
形
型
枠
の
設
置
費
に
つ
い
て

　
　

円
形
型
枠
の
設
置
歩
掛
に
つ
い
て
は
、
治
山
林
道
必
携
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
今
後
、
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
暗
き
ょ
配
水
管
設
置
歩
掛
を
計
上
し
て
、
今
年
度
か
ら

対
応
し
ま
す
。
な
お
、
現
在
、
契
約
し
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
も
監
督
員
と
協
議
し
た
後
、

契
約
変
更
で
対
応
し
ま
す
。

11　
土
留
工
の
鋼
製
ふ
と
ん
か
ご
に
つ
い
て

　
　

土
留
工
の
う
ち
鋼
製
ふ
と
ん
か
ご
等
は
土
質
が
悪
い
箇
所
で
の
工
種
と
し
て
採
用
し
て

お
り
ま
す
。
床
掘
の
結
果
、
著
し
く
土
質
が
悪
い
場
合
は
基
礎
砕
石
を
計
上
で
き
ま
す
の

で
、
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。
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12　
残
置
式
型
枠
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

治
山
ダ
ム
に
残
置
式
型
枠
を
採
用
す
る
場
合
、
床
面
が
岩
盤
の
場
合
は
、
一
リ
フ
ト
目

の
型
枠
固
定
及
び
浮
き
止
め
ア
ン
カ
ー
（
差
し
筋
）
を
取
る
の
に
支
障
は
無
い
が
、
床
面

が
土
砂
の
場
合
は
、
地
耐
力
が
無
い
た
め
、
現
状
は
、
企
業
努
力
で
一
〇
㎝
ほ
ど
過
掘
り

し
て
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
当
初
か
ら
設
計
に
く

み
い
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

施
工
管
理
、
安
全
管
理
上
の
観
点
か
ら
積
極
的
な
利
用
を
要
望
す
る
。

　
13　
谷
止
め
工
の
掘
削
床
堀
残
土
の
仮
置
き
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

谷
止
め
工
施
工
箇
所
は
狭
隘
な
箇
所
が
多
く
、
掘
削
床
堀
残
土
の
仮
置
き
場
所
に
苦
慮

し
大
型
土
の
う
等
で
仮
囲
い
し
土
砂
を
積
上
げ
仮
置
き
し
た
り
、
数
回
に
わ
た
り
移
動
さ

せ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
経
費
が
設
計
と
し
て
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

二
回
ハ
ネ
等
の
作
業
の
追
加
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

　

（
参
考
）
谷
下
側
が
急
勾
配
等
の
場
合
に
は
大
型
土
の
う
で
嵩
上
げ
し
土
砂
貯
め
を
行
う

場
合
が
あ
る
。（
企
業
努
力
に
て
施
工
）

14　
谷
止
め
工
の
間
詰
め
工
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

谷
止
め
工
の
間
詰
め
に
お
い
て
、
土
砂
部
の
場
合
間
詰
め
石
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る

被
覆
で
あ
る
為
、
工
程
が
二
回
必
要
で
あ
り
施
工
規
模
の
割
に
労
務
人
員
が
必
要
で
労
務

設
計
費
用
と
乖
離
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
国
直
轄
工
事
に
採
用
さ
れ
て

い
る
練
り
石
積
み
の
み
で
の
施
工
に
変
更
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

足
場
の
施
工
に
し
て
も
実
態
は
練
り
石
積
み
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
の
二
回
必
要
で

あ
る
。

　

12　
残
置
式
型
枠
に
つ
い
て

　
　

治
山
ダ
ム
工
の
残
置
式
型
枠
使
用
時
、
床
面
が
土
砂
の
場
合
の
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
適
切
に
処
理
し
ま
す
。

　
13　
谷
止
め
工
の
掘
削
床
堀
残
土
の
仮
置
き
に
つ
い
て

　
　

現
場
状
況
に
応
じ
て
、
掘
削
土
砂
を
別
場
所
に
仮
置
き
が
必
要
な
場
合
、
二
回
跳
ね
が

必
要
な
場
合
、
大
型
土
の
う
が
必
要
な
場
合
な
ど
は
、
設
計
変
更
で
の
対
応
が
可
能
で
す

の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

14　
谷
止
め
工
の
間
詰
め
工
に
つ
い
て

　
　

間
詰
工
の
目
的
は
、
掘
削
前
の
地
山
に
戻
す
こ
と
と
施
工
時
の
安
全
上
の
観
点
か
ら
、

練
り
石
積
み
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の
被
覆
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
場
に
つ
い
て
も
施

工
上
二
回
必
要
で
あ
れ
ば
、
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

NO.202 令和 2年 10 月 15 日8



改

善

要

望

事

項

見

解

15　
谷
止
め
工
の
掘
削
床
堀
時
に
お
け
る
廻
排
水
樋
等
の
規
格
変
更
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

掘
削
床
堀
時
か
ら
堤
体
の
水
抜
き
穴
ま
で
の
施
工
に
お
い
て
は
、
廻
り
排
水
樋
等
か
ら

の
漏
水
や
掘
削
部
か
ら
の
湧
水
を
水
替
え
ポ
ン
プ
等
で
、
施
工
基
面
等
を
ド
ラ
イ
な
状
態

と
し
排
水
施
工
し
て
い
る
。

　
　

施
工
時
期
に
も
よ
る
が
、
降
雨
等
に
よ
り
雨
水
流
量
が
多
く
な
っ
た
場
合
に
は
小
型
土

の
う
で
の
仮
締
切
り
で
は
、
度
々
流
失
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
為
大
型
土
の
う
へ
の
変

更
や
水
替
え
ポ
ン
プ
の
規
格
を
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
変
更
協
議
が

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

16　
索
道
計
画
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

発
注
時
の
索
道
計
画
に
つ
い
て
現
地
に
あ
っ
た
具
体
的
な
計
画
と
し
て
ほ
し
い
。
例
と

し
て
索
道
の
長
さ
が
倍
近
く
に
な
る
、ア
ン
カ
ー
が
取
れ
な
い
、ワ
イ
ヤ
ー
が
垂
れ
下
が
っ

て
吊
し
ろ
が
無
い
等
、
想
定
と
か
け
離
れ
て
い
る
場
合
は
設
計
変
更
の
対
象
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ⅲ
　
林
道
事
業

17　
小
規
模
な
法
面
工
事
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

法
面
工
事
に
お
い
て
、
土
質
に
よ
っ
て
工
法
を
選
定
す
る
場
合
、
工
種
に
よ
っ
て
は
小

規
模
な
工
事
と
な
る
た
め
、
施
工
が
割
高
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
施
工
規
模
に
応
じ
た
設

計
の
割
増
し
を
お
願
い
し
た
い
。

15　
谷
止
め
工
の
掘
削
床
堀
時
に
お
け
る
廻
排
水
樋
等
の
規
格
変
更
に
つ
い
て

　
　

谷
止
工
施
工
中
の
水
量
は
、
天
候
に
応
じ
て
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
当
初
設

計
を
上
回
る
水
量
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
パ
イ
プ
を
追
加
・
大
型
土
の
う
に
変
更
、
水
替

え
ポ
ン
プ
を
追
加
す
る
な
ど
監
督
員
と
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

16　
索
道
計
画
に
つ
い
て

　
　

索
道
の
設
計
は
、
現
場
条
件
を
考
慮
し
て
索
道
延
長
や
吊
し
ろ
等
を
決
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
受
注
後
の
現
地
検
討
の
結
果
、
ア
ン
カ
ー
が
取
れ
な
い
・
用
地
の
関
係
で
設
計
と

大
き
く
異
な
る
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

17　
小
規
模
な
法
面
工
事
に
つ
い
て

　
　

市
場
単
価
で
割
増
し
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
工
種
に
つ
い
て
は
、
他
の
工
種
（
二
次
製

品
等
）
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。
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18　
冬
期
の
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

冬
期
の
吹
付
作
業
に
つ
い
て
は
、
温
度
管
理
を
十
分
行
い
、
保
温
シ
ー
ト
等
で
の
凍
結

防
止
対
策
や
、
必
要
に
応
じ
て
早
強
セ
メ
ン
ト
を
使
用
し
品
質
確
保
に
努
め
て
い
る
。
単

価
に
つ
い
て
は
、
通
常
市
場
単
価
を
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
場
条
件
に
応
じ
て
、
冬
期
施

工
時
（
夏
期
も
含
む
）
の
養
生
等
の
歩
掛
補
正
を
お
願
い
し
た
い
。

19　
倒
木
等
の
根
株
処
分
の
運
搬
回
数
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

設
計
で
は
、
倒
木
等
の
処
分
の
運
搬
回
数
を
重
量
計
算
し
て
一
回
当
た
り
一
〇
ｔ
と
し

て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
〇
ｔ
ダ
ン
プ
に
は
三
〜
四
ｔ
ほ
ど
し
か
乗
ら
ず
、
設
計
に
計
上

さ
れ
て
い
る
回
数
の
三
〜
四
倍
ほ
ど
運
搬
費
が
か
か
っ
て
い
る
。
根
株
処
分
の
運
搬
回
数

を
現
実
に
見
合
っ
た
適
用
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

18　
冬
期
の
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
に
つ
い
て

　
　

現
場
条
件
に
応
じ
て
、
特
殊
養
生
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
監
督
員
と
協

議
し
て
く
だ
さ
い
。

19　
倒
木
等
の
根
株
処
分
の
運
搬
回
数
に
つ
い
て

　
　

ダ
ン
プ
の
台
数
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
設
計
変
更
が
で
き
ま
す
。
今
後
と
も
現
場
の

実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
適
切
に
処
理
し
ま
す
。

　
以
上
の
改
善
要
望
事
項
一
九
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

　
以
上
の
改
善
要
望
事
項
一
九
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
事
業
執
行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
と
な
り

後
の
事
業
執
行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
後
の
意
見
交
換
で
は
、
各
県
民
局
か
ら

　
ま
た
、
委
員
会
後
の
意
見
交
換
で
は
、
各
県
民
局
か
ら

の
話
題
提
供
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し

の
話
題
提
供
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　
特
に
、
近
年
各
管
内
に
お
い
て
、「
防
災
減
災
の
観
点

　
特
に
、
近
年
各
管
内
に
お
い
て
、「
防
災
減
災
の
観
点

か
ら
治
山
対
策
の
必
要
な
箇
所
」「
森
林
整
備
の
遅
れ
か

か
ら
治
山
対
策
の
必
要
な
箇
所
」「
森
林
整
備
の
遅
れ
か

ら
、
路
網
整
備
の
必
要
な
地
区
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

ら
、
路
網
整
備
の
必
要
な
地
区
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
等
が
あ
る
場
合
は
、
市
町

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
等
が
あ
る
場
合
は
、
市
町

村
担
当
を
通
じ
て
各
県
民
局
へ
上
げ
て
欲
し
い
と
の
お
願

村
担
当
を
通
じ
て
各
県
民
局
へ
上
げ
て
欲
し
い
と
の
お
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。

い
が
あ
り
ま
し
た
。
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徳
島
県
の
飯
泉
嘉
門
知
事
と
高
知
県
の
濵
田
省
司
知

事
が
、
七
月
八
日
に
農
林
水
産
省
を
訪
れ
、
平
成
三
十

年
七
月
の
西
日
本
豪
雨
で
徳
島
・
高
知
両
県
境
で
発
生

し
た
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
等
の
復
旧
工
事
を
、
令
和
三

年
度
予
算
の
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
、
新
規
採
択
す

る
よ
う
、
加
藤
寬
治
副
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

西
日
本
豪
雨
で
は
、
吉
野
川
上
流
域
の
三
好
市
山
城

町
と
高
知
県
大
豊
町
に
ま
た
が
っ
て
約
二
五
〇
カ
所
の

山
地
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
両
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
県

営
事
業
で
復
旧
工
事
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
害
の
大
き
さ
か
ら
工
事
は
思
う
よ
う
に
進

ま
ず
、
渓
流
内
に
は
大
量
の
不
安
定
な
土
砂
が
堆
積
し

た
ま
ま
で
あ
り
、
二
次
災
害
の
恐
れ
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
両
知
事
は
加
藤
副
大
臣
に
対
し
、

山
城
・
大
豊
町
の
被
災
現
場
を
一
つ
の
地
区
と
見
な
し
、

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
新
規
採
択
す
る
こ
と
に
よ

り
、
早
期
か
つ
確
実
な
復
旧
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
加
藤
副
大
臣
か
ら
「
来
年
度
概
算
要

求
に
盛
り
込
め
る
よ
う
に
積
極
的
に
進
め
た
い
。」
と

の
回
答
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
復
旧
事
業
の
更
な
る
推

進
に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
要
望
に
は
、
山
口
俊
一
会
長
を
始
め
、

高
野
光
二
郎
参
院
議
員
（
徳
島
・
高
知
選
挙
区
）、
中

谷
元
衆
院
議
員
が
同
席
し
、
要
望
を
後
押
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◎
「
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
」
と
は
、
民
有
林
内
に
お

い
て
、
事
業
規
模
が
著
し
く
大
で
あ
る
と
き
、
高
度
の

技
術
を
必
要
と
す
る
と
き
、
事
業
区
域
が
県
の
区
域
を

超
え
る
と
き
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
国
土
保

全
上
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
国
が
県

知
事
に
代
わ
っ
て
治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

現
在
本
県
で
は
、林
野
庁
四
国
森
林
管
理
局
に
よ
り
、

「
祖
谷
川
地
区
」「
阿
津
江
地
区
」
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
採
択
に
向
け
た
要
望
活
動▲　

山
城
町　
白
川
地
区　
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井関　廣幸専務理事ごあいさつ

岡
　村
　純
　夫

河
　野
　圭
　太

本協会の主な動向（４月～10月）

優秀賞
原
　
　
　セ
イ
子

５月　26日㈫　令和 2年度治山林道四国地区協議会（書面決議）
６月　 1 日㈪　令和 2年度一般社団法人全国森林土木建設業協会
　　　　　　定時総会（書面決議）  
　　　17日㈬　令和 2年度公益社団法人徳島森林づくり推進機構総会
７月　 6 日㈪　令和 2年度徳島県治山林道協会　第 1回役員会
　　　　　　　第62回通常総会
　　　27日㈪　徳島県山地防災ヘルパー連絡協議会　第24回役員会議
　　　31日㈮　第32回施工委員会
８月　 6 日㈭　令和 2年度とくしま木づかい県民会議通常総会
９月　16日㈬　令和 2年度一般社団法人日本治山治水協会定時総会（東京都）
　　　17日㈭　林野公共事業予算に関する要望活動（東京都）
10月　 8 日㈭　全国治山林道協会会長会議（三重県）
　　　17日㈯　とくしま木づかいフェア2020 

　去る７月６日の通常総会で専務理事に就任いた
しました井関です、よろしくお願いします。
　これまで、皆様方のご指導により培って参りま
した「知識・経験」をもとに、県土の強靱化によ
り暮らしの安全・安心を確保する「治山事業」、
そして、林業の成長産業化の推進エンジンとなる
「林道事業」、この森林土木事業の両輪となる「治
山林道事業」の振興のために、微力ながら最善の
努力をいたす所存でございます。引継ぎ、ご指導
ご鞭撻を賜りますようお願いを申し上げます。
　また、今後本紙の編集にも携わらせていただき
ますので、ご投稿等の協力をどうぞよろしくお願
いいたします。

令和２年度治山林道技術研修会の開催について

西 部 会 場
日時：令和２年12月７日（月）　10時～17時10分
場所：徳島県建設業協会　三好支部
　　　（三好市池田町マチ2425－1）
東 部 会 場
日時：令和２年12月８日（火）　10時～17時10分
場所：徳島県建設センター（徳島市富田浜２丁目）

南 部 会 場
日時：令和２年12月９日（水）　10時～17時10分
場所：徳島県建設業協会　那賀支部
　　　（那賀町吉野字弥八かへ33－2）

防災に必要な気象情報に関する知識
土木技術者の原点と今後の対策セミナー
労働安全衛生について　　　　　　ほか

研修内容

第36回治山林道
写真コンクール

　今年度の技術研修会は、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「三密回避」のため、以下のとおり３会場で
開催いたします。
西 部 会 場 南 部 会 場

東 部 会 場

令和２年度治山林道技術研修会の開催について
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